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7ν
イ
マ
ル
共
和
制
』
初
期
の
員
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
I
経
付

「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
』
初
期
の

第
八
卜
八
巻

第
六
号

四

四

農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ

l
経
営

ま

え

:IS 

さ

最
近
「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
L

に
関
す
る
多
く
の
政
治
学
的
研
究
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
い
刷
、
わ
れ
わ
れ
は
臣
に
そ
の
経
済
的
基
礎
の
分
析
を
す

す
め
る
ば
あ
い
、
さ
し
あ
に
っ
て
「
二
月
革
命
ー
』
後
円
ド
イ
ツ
独
占
資

本
町
考
察
と
並
ん
で
、
未
に
多
く
の
研
究
一
誠
題
を
波
し
ず
い
る
と
考
え
ら

れ
右
東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
経
営
白
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
ム
っ
し
川
。
周
知
の
如
く
、
東
エ
ル
ベ
に
担
け
る
ユ
ン
カ
I
経
営
は
ゴ
一

月
革
命
」
に
よ
り
本
質
的
な
変
申
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
J
L芋
命
』
下

の
農
業
労
働
者
に
対
す
る
旧
来
の
例
外
規
定
僕
碑
条
令
の
廃
止
お
よ
び

外
国
良
業
労
働
者
の
著
し
い
雇
用
制
限
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
労
働
立
法

に
い
く
つ
か
の
「
改
革
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
論
で
は
ま
ず

『
共
和
制
」
初
期
の
こ
れ
ら
の
農
業
労
働
立
法
の
性
格
合
検
討
し
、
「
一

一
月
革
命
ι

後
の
t

一
ン
カ
経
常
に
お
け
る
雇
用
関
係
会
考
察
す
る
。
っ

佐

藤

智

い
で
つ
共
和
制
』
却
の
農
菜
労
働
制
度
が

t
y
カ
!
経
常
お
よ
び
そ
の
雇

用
労
働
力
の
給
源
と
な
っ
て
い
る
東
エ
ル
ベ
の
農
民
屑
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
を
考
察
L
、
「
共
和
制
』
期
に
お
け
る
ユ

γ
カ
l
経
営
の

構
造
の
一
端
を
叫
ら
か

r
し
た
い
。

ω
篠
原
一
「
戦
後
に
お
け
る
ワ
f
マ

1
ル
共
和
国
研
究
L

治
学
一
ー
丸
一
泊
七
年
一
四
回
頁
一
五
五
瓦
)
参
照
。

ω
『
共
和
制
』
下
の
ユ

γ
カ
ー
の
動
向
に
つ
い
て
日
。
2
0
V
E何百口、

〉
一
回
ミ
お
れ
叫
与
唱
え

b
m
s
g
n美智いて

H
S
目
立
さ
ぬ
お
し
で
一
一

s
h
r
回国

ourr

同

W
F
b
S
T
a
p
旬
、
三
九
岳
、
景
品
喝
さ
ミ

P
Y
E
N
F
出

2
H
H
P

E
E
等
の
著
作
を
挙
げ
。
こ
主
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
ユ
ン
カ

l
経
営
目
体
白
骨
折
は
ιほ
さ
れ
て
い
な
い
。

川
w
松
俊
夫
「
ワ
イ
マ

1

ル
共
和
制
に
関
す
る
一
考
察
|
|
内
地
植
民

政
策
を
中
心
と
し
て
1
1」
(
歴
史
学
研
究
第
一
五
一
号
)
参
照
。

(
年
報
政



一
月
一
二
目
、
僕
稗
失
お
そ
の
他
の
農
業
労
働
者
に
適
用
さ
れ
た
例
外

胤
定
の
廃
止
を
勧
告
し
た
。
〉
の
結
果
、
旧
来
の
契
約
違
反
者
の
瞥
察

寸
ワ
イ
マ
ル
共
和
制
」
期
の
束
エ
ル
ベ
農
業
労
働
者
の
状
態
に
み
ら
に
よ
る
間
世
つ
れ
戻
L
並
び
に
団
結
争
議
禁
止
等
に
関
寸
る
良
業
労

れ
る
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
吋
一
一
月
革
命
」

F
か
ら
相
対
的
安
定
期
に
働
者
に
対
す
る
諸
規
制
は
廃
楽
さ
れ
も
r

じ
の
よ
う
な
改
革
は
東
エ
ル

至
る
ま
で
、
東
L

ル
ベ
諸
州
に
展
開
さ
れ
た
良
栄
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ベ
に
お
げ
る
農
業
労
働
力
の
西
エ
ル
ベ
へ
の
移
動
を
激
化
せ
し
め
る
が
、

運
動
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
へ
第
1
表
)
。
こ
の
園
内
お
上
び
外
国
と
れ
に
対
L
E
早
く
も
叩
一
九
年
一
月
二
四
日
、
「
「
例
外
規
定
』
の
廃
止

「
自
由
労
働
者
」
を
中
心
と
す
日
農
業
労
働
者
の
動
向
に
対
b
L
、
ド
に
よ
り
生
じ
た
間
隙
を
詮
つ
め
る
た
め
の
」
軍
一
定
的
農
業
労
働
条
令
〈
O

ユ

イ
ッ
社
会
民
主
党

S
Y
D
と
独
立
社
会
民
主
党

U
S
F
D右
派
か
ら
な
る
吉
国
問
。

F
E
C
R
Z
E。
E

Eロ
m
が
布
告
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
条
に
は

人
民
委
員
協
議
会
出
E
ι
2
5
F
ω
Z
P丘
可
昌
吉
ロ
は
一
九
一
八
年
一
農
業
労
働
者
の
辛
仕
契
約
ロ

5
5
2
0吋
可
ロ
一
四
に
関
す
る
民
法

E
品
。
己

的

同

副

叫

州

叫

副

叫

l

|

内

|

叫

叫

叫

|

m

斗

同

一

叫

一

円

Z
P
E
N
Z
n
v
の
諸
規
定
は
有
効
で
あ
る
」
こ
と
が
一
言
れ

旦

一

一

弘

L

民

凡

L

一
弘
一
品
一
て
お
り
、
旧
来
の
債
権
債
務
関
係
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
、
更
に
第

引
一
喪
失
労
旦

5

3

一
目
立
一

ο
「
I
l
l
i
-
-
l
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
一
|
|
亡
い
一
一

O
条
に
は
契
約
違
反
の
場
合
忠
塁
打
賠
償
金
の
積
立
の
た
め
賃
金

伽

一

川

注

目

哩

町

m

m

m

ω

m

m

m

m

M

一

間

百

一

の

ば

か

」

唯

保

し

う

る

権

利

を

控

室

に

認

め

て

い

h
o
わ
れ
わ
れ
は

キ
一
に
再
現
冷

L

3

比

一

円

一

J
士
こ
こ
に
寸
下
命
』

r
よ
る
旧
来
の
東
エ
ル
ベ
に
お
け
る
雇
用
関
係
の

イ

一

当

官

経

営

一

二

/

二

わ

ラ
司
船
内
劉

lu
引
l
u
l
l
-
-
-
-
l
i
l
i
-
-
|
「
|
口

1
廃
棄
に
大
き
な
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

一

日

1

6

一

8
?

ト
干
を
起
し
一

4

1

8

3

引

3

5

一
市
一
目
一

k
並
ん
で
農
業
労
働
者
。
団
結
・
中
議
禁
止
条
項
の
廃
来
に
す
か

ス

ス

ト

イ
J

一

一

備

一

ト

|

釦

:

ー

叶

判

川

川

川

ド

川

|

↑

1
E

生

掛

か

合

法

化

N
Z
E
b
uい
で
か
わ
ゆ
る
「
一
一
月

労

一

ス

ト

ラ

イ

一

一

1
2
協
定
」
に
基
く
「
労
働
協
約
、
労
働
者
職
員
委
員
会
お
よ
び
労
働

悦

I

l

-

-

汁
|

1

4

引
1
1
4
1
1
判
可
一
争
議
詞
整
に
関
す
る
命
令
」
(
」
労
働
協
約
令
』
)
が
布
告
さ
れ
、

一

、

一

セ

セ

ン

レ

ジ

ヴ

ス

パ

フ

=

一

ン

一

合

一

ツ

ヴ

イ

エ

ト

め

一

一

イ

イ

デ

ノ

一

ス

レ

セ

ン

一

セ

;

ー

一

当

時

グ

共

協

議

会

制

度

目

浸

透

を

恐

れ

る

独

占

資

本

と

並

ん

で

、

団

司

一

地

一

内

力

行

ク

U

リ
リ
小
ン
ク
ハ
つ
ロ
一
叶
一
い
一
体
契
約
は
地
域
差
を
伴
い
な
が
ら
東
工
ベ
の
ユ
ン
カ
l
経
営
に
お

k

一

東

西

プ

ル

沖

シ

ン

ジ

ヒ

イ

ザ

ハ

ヴ

一

へ

ヒ

広

」

ラ

」

い

て

も

広

汎

に

展

開

さ

れ

た
o

さ
き
に
挙
げ
た
哲
定
的
農
業
労
働
金

『
一
一
月
革
命
』
下
白
農
業
労
働
立
法

「
り
イ
マ
1
ル
共
和
制
L

初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
I
経
営

第
八
ト
八
巻

四

第
六
月

四



「
ヮ
イ
マ

l
ル
共
和
制
』
初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
刃

l
経
営

令
は
こ
の
間
協
約
の
歳
高
基
準
と
し
て
そ
の
内
容
を
規
制
し
、
両
立
訟
は

補
足
し
あ
い
な
が
ら
『
共
和
制
』
期
の
束
エ
ル
ベ
に
お
け
る
雇
用
関
係
を

旧
来
の
「
一
ン
カ
l
E
操
業
労
働
者
の
関
係
に
お
し
止
め
る
法
的
根
拠
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
内
労
働
者
へ
の
対
応
策
と
並
ん
で
、
つ
ぎ
に
『
共

和
制
』
政
府
は
「
ポ
ル
シ

E

ヴ
f

ス
ト
へ
の
恐
怖
」
と
国
内
「
山
由
労
働

者
」
の
雇
用
促
進
の
た
め
、
ス
ラ
プ
人
を
中
心
と
す
る
外
国
移
動
労
働
者

の
雇
用
を
著
し
く
制
限
す
る
。
ど
の
結
果
、
ド
イ
ツ
農
業
に
お
り
る
外
岡

労
働
者
数
は
一
九
一
四
年
(
最
高
時
)
の
四
三
万
人
に
較
べ
一
九
年
に
は

一
一
二
万
人
に
激
減
す
る
(
第
2
表)。

以
上
。
如
〈
可
革
命
」

1
の
産
業
労
働
立
法
は
旧
来
の
諸
説
制
の
廃
棄

に
伴
う
労
働
力
白
流
出
を
川
阻
止
す
る
と
同
附
に
、
多
数
の
外
国
移
勤
労
働

者
を
含
む
「
自
由
労
働
者
」
の
急
症
前
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
を
抑
止
す
る
役

刈
-
-
J
I
l
l
-
-
一
割
を
は
た
し
た
と
考
え
る
こ
と
が

一
7

5

7

3

7

0

一

日
出
一

nmM
引
山
引
山
剛
山
川
一
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
労

匝

一

H
日
お
叩
品
目
別
一

3

3

4

1

1

一
働
立
法
の
一
「
成
果
」

HH
『
労
働

業

移

一

一

第
民
推
一
4
1
1
1
1
1
-
-ー
協
約
八
己
を
基
礎
と
す
る
日
体
契

同
知
一
則
町
山
川
町
山
一
約
の
内
容
か
た
検
討
し
っ
て
こ
の

少

量

1

1

1

1

1

1

一I
l
l
i
-
-
1
1
1
1一
よ
う
な
性
格
の
労
働
立
法
に
支
え

ら
れ
、
寸
共
和
制
』
初
期
に
ユ

Y
カ
経
営
に
お
け
る
旧
来
の
一
肱
用
閃
係

が
ど
の
よ
う
に
拝
繭
さ
れ
て
十
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
か
。

川
W

出
。
四
百
♂
』
回
一
回
定
白
書
N
E
E
d
s
s陶
芸
号
、
告
主
目
古
詩

h
aゆず
RNさ
ミ
町
民
~vhqpH凶
mvEσδ
同開ヨ同
@Nu--
印
白
司
、

dFHE巴品。己
5
y

第
八
十
八
巻

部
六
門
寸

日旦
凹i

回

目

H
Y
Nサミ
2

H
与
ミ

E
P
言
N
Q
R
H屯昆同門一
t

E色
町

H
E
E
Z
F

HU豆、

]
U
H
S

な
お
一
九
二
=
一
年
の
最
両
時
に
は
京
エ
ル
ベ
を
中

心
と
し
全
ヲ
イ
ヒ
争
議
参
加
農
業
労
働
者
数
は
二
二
万
人
近
〈
に
達

し
た
。

ω
ば

o
p
z
w
]
口

a
s
c
m
m
m∞一日
C
F
Z
B
E
E
F
ロ一

b
a

LG
町、句。
wvどり恒川町民郎、ぬもお
NhnuV民

WS
怠

3札、。』
S
忘れ〉おパ
WH
晴、hwNUQNO鳴門
N。
3S司馬、持

切内

g
G
h
s
d刊
世
話

h町内包
8
2
N
N
E
F
S
W
H
R一
円
。
ぴ
門
司
円
。
」
旬
。
ロ
即
ヨ
ミ
お
町
、
1

22snNNRRRNUHhN句安吾
s
h
N
R
N
M
N
G
Y
z
b
N問
。
bNO守
立
て
尽
き
宮
詮
。
お

ま
え

U
E
N
R己
主
主
一
印
ω
品
目
J
品目

ω
プ
ロ
イ
セ
ン
の
僕
叫
条
令
は
り
甘
E
吾
。
古
n
r
-
n
E
H
n
H
E
E日

N。一四吉日

F
E
Oロ
σ
日
間
〈
Oロ
NN
ロ
日
σ日目
)
O
H
q
ω
ω

を
は
じ
め

と
し
、
ロ
5
ロ
再
げ
O件。ロぐ
OHOH仏
HHC
ロぬ

E
H
C
E
P目
白
]
自
己
ロ
ロ
(
日

出
品
。
-
E偶
Z
F
P
R凶〈
O口
同
口
同
ロ
戸
民
間
∞
に
至
ゐ
合
計
一
九
の

条
令
が
「
一
一
月
革
命
」
ま
で
存
続
L
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
回
。

】
日
一
占
吉
ヨ
円
相
官
出
回
げ
己
∞
の
そ
れ
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
「
僕
牌
が

領
主
に
反
抗
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
犯
却
の
程
度
に
J

っ
て
長
期
ま
た

は
短
期
の
投
獄
お
よ
び
懲
役
に
処
せ
ら
れ
る
内
第
一
心
条
ど
と
い

う
苛
酷
な
も
の
。
た
っ
た
(
宮
E
n
Z
0
2
2
-
同ヨ

C
E
G
P“
お
宮
、
吾
、

~nb
邑
E

5
与
え
F
F
E噌
N
H
F
H
U
N日
凶

出

H
U
G
-
H
U
M
傍
点
引
用

者〉。

川

刊

日

2
Z
N
A
Eロ
忠

〉

H
V
U
Y
E問
中
は
労
働
者
小
判
人

k
r
z
E

4
U
F
O
E
Z
を
除
さ
、

E
E
F
E
O一
ロ
E
ω
n
y
o円
、
ロ
4
E
E
Y
円。
r

ロ
官
1

5
門
司
の
己
ハ
U
Z
Z
2
等
む
い
わ
ゆ
る
「
契
約
に
縛
ら
れ
た
労

働
者
」
お
よ
び
何
百
件
。
E
Z
H
t
p
出
告
白
E
5
5
問
F
R
E
E
o



~Nωσ
げ

E
m窓
口
等
白
「
自
由
労
働
者
」
に
も
適
用
さ
れ
た
@
こ
心
例

外
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
が
雇
主
も
し
く
は
監
督
人
の
命

令
に
不
従
順
も
し
く
は
反
抗
を
な
し
、
あ
る
い
は
「
合
法
的
な
理
市

な
し
に
」
労
働
を
拒
否
ま
た
は
放
棄
し
た
ば
あ
い
は
五
タ
i
レ
ル
以

内
の
罰
令
も
し
く
日
三
日
以
内
の
拘
留
に
、
ま
た
骨
働
者
が
こ
れ
ら

白
事
を
協
同
し
て
行
お
う
と
し
た
ば
あ
い
は
一
年
以
内
の
懲
投
に
処

せ
ら
れ
た
(
印
。

E
品
己
ず

R
m
o
p
]
y
b
z
円
号
見

bsstミ
R
宮

室

、
苫
式
L
E
n
s
-

国
司

-HHHHus-
印印

Z
N
I
H
S
-
野
間
海
道
訳
『
品
業

労
働
者
に
関
す
る
独
逸
法
制
』
帝
国
農
会
報
第
一
七
一
巻
第
一
九
号

事
照
)
。

同
W

H

凶
。
宮
町

O
E
z
p
p
b己
見
室
内

h
き
を
忌
S
な
さ
町
出
町
、
回
日
ロ
ヨ
}

一「申出。沼田

ω

川

W

H

U

E
一

ω
ω
M日
i
お
』
出
口

o
z
p
切

出

-
S
Q
p
m
s

め
こ
れ
に
加
え
て
『
草
市
」
後
J
h
ホ
l
フ
ゲ
シ
ガ
!
制
度
は
維
持
さ

〆
ー
ク
ベ
ザ
ル
タ

れ
、
文
京
エ
ル
ベ
に
お
け
る
最
小
の
行
政
単
位
、
領
地
区
域
は
一
九

ヲ

v
r
l
タ
l
p

二
己
年
一
二
川
一
一
日
に
そ
の
廃
止
が
プ
ロ
イ
セ

γ
邦
議
会
に
上

り
採
択
き
れ
た
が
、
そ
の
実
施
は
東
プ
ロ
イ
セ

γ
予
は
部
分
的
に
古
一

O
年
ま
で
延
期
さ
れ
存
続
し
た

(
H
W
E
E
P
国

国

a

a

o

ω

包
村
瀬
典
雄
『
ド
イ
ツ
現
代
世
』
二
五
三
頁
参
照
〉
。

M
W

後
藤
清
『
労
働
協
約
理
論
史
』
二
二
七

l
二
三
八
頁
、
久
保
敬
治

『
ド
イ
ソ
労
働
法
の
民
聞
過
程
」
一
五
良
参
照
。

川
何
回
邑
O
N
E
-
tア
旬
耳
鳴
崎
町
三
さ
宅
N
4
0
M
m
Q
邑
吾
、
宮
え
さ
号
ml

F名
目

N
b
r
a
-でお
SLG語、
FG刷
、
ね
え
言
官

Z
己
主
E
b
E
S昇
】
申
目
白
』

ω

N
戸
U
E
N
S
E
立
g
h
F
S
N
N
P
S吾
S
5
2
s
b
r
q
b
g
司
E
P芸
品
S

「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
』
初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
1
結
営

宮
崎
む
ね
呈
民
主
お
さ
油
、
回
円
2Hmwp
呂
田
(u-ω

日。

『
共
和
制
』
初
期
の
東
工
ル
ベ
に
お
け
る

賃
率
協
定
と
ロ
ン
カ

I
経
常
心
雇
用
、
労
働

力
斡
成

『
共
和
制
L

期
の
農
業
労
働
制
度
。
特
徴
と
し
て
『
一
一
月
革
命
』
後

の
農
業
労
働
者
の
閃
結
権
承
認
と
『
労
働
協
約
令
」
に
基
く
同
体
契
約
参

加
農
業
労
働
者
数
の
著
し
い
増
加
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
(
第
3
表)、

東
エ
ル
ベ
諸
州
に
お
い
て
も
参
加
労
働
者
数
は
総
参
加
昔
数
の
約
一
一
一
五
%

を
市
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
契
約
内
容
の
考
察
に
入
る
前
に
、
東
エ
ル

ベ
に
お
け
る
間
体
契
約
が
ど
の
よ
う
主
階
級
関
係
の
表
現
で
あ
る
か
を
検

討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

P

同
体
契
約
の
主
体
で
あ
る
労
働
組
合

は
5
P
D
系
の
ド
イ
ツ
良
業
労
働
者
同
盟
ロ
E
E
C
-
z
H
E己
主
宮
与
2

〈

O
F
m
w
E
D
L
V
お
よ
び
中
央
党

Z
P
系
の
キ
り
ス
ト
教
農
業
労
働
者
中

央
同
開
門
百

Z
E長
。

N
σ
Z
3
7
0
Hず
目
。
己

O
H
F
E己
月
σ
2
t
H
Z
d

L
を
中
心
と
し
、
大
経
営
の
農
業
労
働
者
を
主
要
構
成
員
と
し
て
い
る
が
、

業

一

数

一

品

叩

押

目

印

汀

何

日

制

叩

昨

竺

時

一

人

一

M
H
M
W

町

幻

釦

叫

州

町

制

削

附

竺

日二一紘一

M
M
W
U
M
M山

M

U

一

ド
約
数
丁
|
「
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-上

白
拘
入
者
一
度
一

2

3

3

〕

1

J

5

1

7

E

3

L

一

体

働

一

…

叫

虹

川

町

四

回

限

U
M
M
M
M品
問

山

間

竹

見

回
労
一
」
比
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

U

第
八
十
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成
つ
割

Jrー
を

主

組

識

と

す

る

良

場

主

団

体

も

東

エ

ル

ベ

諸

州

に

絞

生

す

嶋

一

同

一

脚

ぼ

る

が

、

と

れ

は

u
h
か
い

b
h
F扮
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

刷

工

止

な

い

。

以

上

「

共

和

制

L

初
期
の
農
業
労
働
者
お
よ
び
農
場
主

範

J
成
」
川
U

4

3

1

3

1

力
?
樹
二
川

m

A

m

m

p

団
体
の
性
格
を
考
察
し
た
が
、
つ
ぎ
に
阿
山
体
問
で
締
結
さ
れ

働

一

旦

剖

訂

叫

1

6

た
霊
協
定
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

労
一
人
一

2

1

1

D

寸
|
一

|

|

|

I

l

l

i

-

-

-

一
九
一
九
年
一
の
月
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
州
に
お
け
る
賀
半
協

V
一
時
一

f

バ

ガ

計

〕

〉

僕

女

略

。

β

働

者

者

他

乱

一

純

一

シ

ル

知

ン

倒

エ

仰

は

国

(

(

労

働

業

(

廷

の

特

徴

に

つ

い

て

C

デ
ィ

1
ツ
エ
は
次
の
諸
点
を
指
摘
し

力

一

タ

行

ベ

げ

労

…

l

外
附
引
l

f

動

紅

白

ィ

ι。
「
小
ン
で
ロ
イ
テ

E
E悼
の
契
約
は
こ
の
協
定

表

一

働

一

ブ

ラ

タ

一

人

打

者

向

労

業

者

ド

打

農

場

一

で

土

全

い

位

争

か

わ

炉

、

字

、

打

穀

へ

の

参

与

は

協

定

締

結

高

一

労

一

デ

ア

イ

ホ

一

崩

↑

苦

下

下

車

勤

休

勤

プ

者

同

酪

農

そ

一

;

持
「
|
「
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
|
|
|
|
|一
地
域
内
で
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る
。
デ
プ
タ
ン
ト
の
状
態

『
共
和
制
L

期
を
母
し
て
S
P
D
系
円
D
L
V
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
Z

は
著
る
し
く
改
善
さ
れ
て
お
り
、
穀
物
給
与
額
の
み
な
ら
ず
(
貨
幣
価
値

d
ー
が
己
れ
に
つ
ぎ
ず
イ
ツ
共
産
党
K
P
D
糸
そ
の
他
の
組
合
は
僅
か
な
下
日
第
半
日
地
主
考
慮
に
入
れ
て
も
〕
貨
幣
賃
金
額
も
同
時
に
増
加
し
て
い
る
」
。

比
重
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
川
。
こ
の

D
L
V
D
一
九
二

O
年

現

在

の

こ

れ

に

反

L
、
「
自
由
労
働
者
」
の
日
当
は
著
し
く
低
く
、
日
雇
の
婦
人

労
働
力
範
崎
別
構
成
〔
第
4
表
)
は
デ
ブ
タ
ン
ト
ロ

4
5
Z
E
が
そ
の
労
働
者
と
共
に
そ
の
実
質
賃
金
は
戦
、
川
を
下
廻
っ
て
い
る
。
大
経
営
が
支

中
核
(
目

0
・
九
%
)
を
な
し
、
林
業
労
働
者
(
三

0
・
八
%
)
が
乙
れ
配
的
な
ポ
ム
メ
ル
ン
州
で
は
強
刀
な
ポ
ム
メ
ル
ン
農
業
同
出
の
反
対
に
ょ

に
つ
い
で
お
り
、
国
内
お
よ
び
列
国
務
動
労
働
者
は
完
士
に
組
織
か
ら
排
り
、
全
州
に
わ
た
る
協
定
が
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
て
し
い
な
し
「
。
こ
こ
で
は

ギ
l
川
/
〆
ス
ペ
チ
A
P

比
配
さ
れ
て
い
可
制
。
ま
た
D
L
V
構
成
員
の
う
ち
凹
五
・
五
%
を
東
エ
ル
ベ

J

第
二
帝
制
』
期
と
対
比
が
可
能
な
行
政
地
区
田
町
己

E
邑
に
お
け

農
業
労
働
者
が
占
め
て
お
り
、
京
エ
ル
ベ
の
D
L
V
下
部
組
織
に
占
め
る
る
状
態
を
第
6
お
に
示
す
ω

こ
の
地
区
で
も
「
卦
十
四
骨
骨
b
b
h
b
以
前

デ
ブ
タ
ン
ト
の
比
重
は
吏
L
大
き
い
k
推
定
し
え
よ
う
。
以
上
の
如
き
惜
の
打
穀
分
前
が
ど
の
位
支
払
わ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
」
表
で
明

成
の
農
業
労
働
者
凶
体
の
柑
大
に
呼
応
し
て
ド
イ
ツ
農
林
業
一
一
雇
主
組
ム
ロ
フ
ら
か
な
如
く
デ
プ
タ
ン
ト
の
現
物
貸
与
お
よ
び
給
付
額
は
著
し
く
増
加
し
、

イ
ヒ
連
闇
岡
山
己
長

2
2
Z
E
色
白
骨
丘
古
宮
口

H
P
E
5
1
2
Z
2
5

貨
幣
価
値
下
落
率
を
束
フ
ロ
イ
セ
ン
と
同
様
vm
託
す
れ
ば
婦
人
労
働
者
加

古
ロ
ロ
ロ
巳
甘

2
2
H円
g
v
t
E長
。
ロ
旨

σ
2
g
m
o
σ
2
5
2
H
E四
回
口
問

3

よ
び
僕
柵
併
の
実
質
賃
金
は
逆
に
著
し
く
低
下
し
て
い
る
ω

更
に
寸
本
命
L

「
ヮ
イ
マ
i
ル
共
和
制
』
初
期
の
長
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
I
経
営

1.3 

2

7

0

0

0

 

7
0
 

20.R 
0.2 

1.0 

1羽お1

竺竺~

12.5 

9，296 

22，094 
5.196 。

O 

O 

87，073 
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八
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初
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カ
l
経
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「
ワ
イ

マ
ー

ル
共
和

制
」

初
期
…
の
農
業

労
働

立
法

と

ユ
ン

カ
ー
経
営

第

八
十

八
巻

四

二

八

第

六
口万

四

八

第6衷

中部 シ ュ レー ジ ェ ソにお け る労 働 者 へ の給 付 額

増 加%

279

1924/26年

ヤ ル タ

7.2

ユ9ユ0/14年

て ル ア

1.9係

/637.12.7

簿
.

帳

一 33

208

53

242.3

6/0.3

852.6

360.5

198.1

558.6

監 督 ゴ駈fusicht

ロ ー ン ゲ ル トナ ー

計

幣

物

賞

玩

95

2

2/

299.3

610.3

909.6

153.0

600.2

753.2

35

27

283.5

283.5

0210.0

工2.2

222.2

下 僕儲 蹄 砕
貨 幣

現 物

言「.

婦 人 労 働 者

幣

物

計

貨

現

46

/1

34

10.5

4.0

14.5

7.2

3.6

ユ0.8

移 動労 働 者(週 当り)

貨 幣

現 物

計

リ

ヘ

ヘ

ヘ

サ

　

ヘ

ヘ

ヤ

へ

も

ヘ

へ

　

ロ

ミ

ヘ

カ

モ

ヘ

ミ

一
月
革

命
』
下
、

ユ
ン
カ
ー
的
土
地
所
有
は
本
質
的
変
革
を
加
え
ら
れ
ず

存
続
し
、
こ
れ
と
共
に
ユ
ン
カ
ー
経
営

に
お
け
る
定
住
労
働
者
も
デ
プ
タ

ー
ト
地

U
Φ
℃
鼻
騨
二
p
巳

を
基
礎

と
す

る
小
経
営

囚
巨
富
a

昇

的
性
格

を
払
拭
し
え
な
か

っ
た
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に

『
共
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制
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期
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い
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ユ
ン
カ
ー
が
土
地
所
有
を
媒
介
と
し
て
労
働
力
を
確
保
し
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す
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(
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ワ

旧
来

の
雇
用
関
係
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
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そ

れ
故
デ
プ
タ
ソ
ト
は
分
前
権

の
消
滅
↓
定
額
現
物
取
得
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と
い
う
賃
金
形

態
を
と
り
な
が
ら
も
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近
代
的
賃
労
働
者
と
は
対
立
し

た
意
義
を
も

つ

「労
働
者
」

で
あ
り
、
農

民
層
分
解
に

よ
る

「自

由
労
働
者
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の
増
大
(流

出
の
増
大
も
伴
5
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へ
の
イ
ン
ス
ト

ロ
イ
テ
の
と
る
対
応
形
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に
ほ
か
な
ら

な
い
。
こ
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よ
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考
え
る
ば
あ
い
、
わ
れ
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賃.-
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協
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共
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エ
ル
ベ
に
お

け
る
雇
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形
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ユ

ン
カ
ー
旺
デ
プ

タ
ン

ト
関
係
に
総
括
さ
れ

る
過
程
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『
一
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一

月
革
.命
』
下
の
国
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お
よ
び
外
国
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労
働
者
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ス
ト
ラ
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イ
キ
運
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に
対
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し
て
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外
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労
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著
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し
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す
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同
時
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ド
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へ
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ヘ
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マ
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も
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に
村

落
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零
細
農
ま
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は
日
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労
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層
を
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そ
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分
解
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お
し
止
め
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が
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一
ン
カ
ー
経
営

へ
定
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労
働
力
と
し
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集
中

し
て
い
く
過
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と
み
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と
が
で

き
よ
う
。
ま
た
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下
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P
D
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導

第7表

経営耕地面積].00ha以 上の大経 営における労働力の推移

1925年 ～1933年1907年 ～1925年

%率

_43 .5

-13.3

増 減 数

人
一61

,600

-82 .000

*

%率

一33.5

十47.5

- 25.7

増 減 数

人
一54 ,535

十197,622

-84,738

僕 婢

定 住 労 働 力

非定住労働 力
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雇
用
労
働
力
栴
成
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別
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一
市
し
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。
こ
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技
場
で
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打
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ヴ
ャ
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(
lイ
γ
ス
ロ
イ
テ
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は
一
九
世
紀
末
、
打
穀
機
の
当
入
と

共
に
消
滅
し
て
お
り
、
こ
れ
に
代
っ
て
デ
プ
タ
ン
ト
は
匹
紀
J

初
頭
か

ら
培
加
し
は
じ
め
、
『
共
和
制
』
初
期
(
一
九
二
一
年
二
六
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ゲ
U
J
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J
7

に
は
特
に
顕
著
な
増
大
を
示
し
て
い
る
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関
川
併
は
一
九
也
紀
末
以
来

流
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が
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し
く
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(
川
北
ハ
和
制
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初
期
に
は
こ
の
農
場
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L

と
ん
ど

ド
ル
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雇
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さ
れ
て
い
な
い

D

ま
た
周
辺
村
搭
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労
働
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す
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タ

ダ
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ナ

旦
一
展
の
数
は
こ
の
農
場
で
は
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
比
較
的
多
数
雇

用
さ
れ
て
い
た
が
、
『
共
和
制
』
初
川
叫
に
は
更
に
著
る
し
い
増
加
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一
市
し
て
い
る
。
外
国
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者
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特
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小

作
地
何
回
m
o口
。

E
Z
F
E弘
吉
正
N

を
基
礎
と
し
て
営
ま
れ
て
い

る
の
に
対
し
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東
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l
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い
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薯
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計
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ヮ
イ
マ
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共
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初
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立
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ユ
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経
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化
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期
に
京
エ
ル
ベ
の
定
住
農
業
労
働
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再
び
西
ι
ル
ベ
ヘ
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出
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る
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本
文
第
7
去
を
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れ
た
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デ
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。[c表3
土地改ヰフォンド地の各グループへの

升割内容〔単位1000ha，1949年現在〉

析しい土地所有 司 合 計 経 営 | 森 林i

ープ |冶 H 耕地|

長石瓦詞記三313.6而司 506.9

非農業的労働者・ I 112.2 I 80.41 
勤労者手工業者~~~.~

国有・諸機関・諸 769.81 202.61 455.2 組 融有 ，OO.U  1 uoo，ol 
合 計 13，195.6 '1，目的 01991.2 

1未分割地 58.7I 48.4: 8.6 

|総計 |3，叫 31?009.01 999.8 
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(単位1000ha，1949年現在〕

仁二二二r;-";-亙;tl~ ~. 
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小良(15ha以下)1 335.5 1 183副146.71

移民逃難者 761.8I 633叫 106.'(

雫細小作品 42.7I 32剖 9.6

1-J斗 2，072.511，519.41 4山
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、
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械
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熔
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落
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収
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縮
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れ
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労
働
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と
ユ
ン
カ
1
経
営
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ワ
イ
マ
ル
大
和
制
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初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
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経

営

第

八

十

八

巻

四

三

回

ユ
ン
カ
1
経
台
へ
の
雇
用
労
が
並
行
し
て
起
っ
て
い
る
」

h
o加
う
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に
一
九
C
C年
か
ら
二
五
年
に
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働
か
か
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恥
が
進
展
し
た
。
る
東
フ
μ
イ
セ
ン
の
経
常
規
模
別
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流
出
数
(
第
日
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刻
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九
一
九
年

東
プ
ロ
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ン
川
に
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け
る
こ
主
年
に
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顕
著
に
な
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時
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の
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率
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営
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年
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五
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に
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増
大
す
る
傾
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至
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経
営
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模
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払
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中
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働
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九
日
帆
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移
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第
日
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蜘
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骨
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卦
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し
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が
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二

O
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し
た
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要
匹
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な
す
こ
と
が
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き
る
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れ
わ
れ
は
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こ
に
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用
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宮
町
中
農
経
営
に
お
け
労
働
力
市
場
を
め
ぐ
る
ふ
め
か
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経
営
L
U
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岡
町
経
卦
の
件
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跡
仲
を
み
る

る
僕
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お
よ
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住
労
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が
で
き
る
が

4
革
命
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後
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弁
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俳
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r
b
h
L
ユ
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営

力
の
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の
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経
営
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け
る
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住
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「
共
和
制
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向
の
要
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ら
し
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が
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き
よ
う
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働
力
の
著
る
し
い
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を
一
認

め
る
こ
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が
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き
る
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ひ
と
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ユ
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葉
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著
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に
品
業
恐
慌
と
そ
の
都
響
を
通
じ
て
増
大
し

て
米
た
。
イ
ン
フ
レ
終
偲
後
特
に
広
汎
に
ま
た
深
刻
に
な
っ
た
農
業

恐
慌
は
農
業
経
告
の
収
益
を
誠
心
J

さ
せ
た
。
特
に
東
部
ド
イ
ツ
に
お

い
て
こ
の
問
題
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
危
機
を
脱
出
す
る
た
め

に
と
る
べ
き
多
数
の
改
革
や
要
求
の
中

σ、
農
業
経
常
上
り
活
動
の

み
な
ら
ず
ま
た
農
学
に
も
大
き
な
関
心
を
呼
ぴ
起
し
て
い
る
の
は
賃

金
支
出
の
引
下
げ
に
対
す
る
要
求
で
あ
る
」
コ
〈
己
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司、
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『
ヮ
イ
マ
l
ル
共
和
制
』
初
期
目
農
業
労
働
す
法
と
ユ
ン
カ
経
常

第
八
十
入
者

四

三ζ

五
五

第
六
号



「
ヮ
イ
マ
l
ル
共
和
制
一
初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
l
経
首

刑
訴
の
者
る
し
い
減
少
が
み
ら
れ
る
。
こ
り
「
共
和
制
」
馴
に
お
け
る

経
営
収
支
の
悪
化
は
『
市
命
』
後
の
経
常
榊
浩
の
変
化
に
伴
う
収
支
の

不
均
衡
に
よ
る
が
、
ζ

O
山
崎
場
に
お
け
る
「
戦
後
O
経
営
組
織
凸
組
換

え
の
原
閃
は
労
働
者
の
状
態
の
変
化
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
事

が
指
摘
お
れ
、
そ
の
変
化
と
し
て
節
一
に
、
『
帝
制
』
期
、
無
制
限
に
一
一
毘

用
で
主
た
外
国
移
勤
労
働
者
が
『
革
命
L

後
当
局
に
よ
っ
て
着
る
し
く

、

、

、

、

、

ゲ

マ

イ

ν
J
7

制
限
さ
れ
た
点
を
挙
げ
。
「
そ
の
不
足
数
を
周
辺
の
村
落
か
ら
の
手
伝

人
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
ミ
白
経
蛍
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
た
事
実
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
一
に
同
内
労
働
者
の
状
態

に
み
ら
れ
る
吏
化
と
し
て
、
こ
の
晶
場
で
は
「
労
働
者
お
よ
び
労
働
者

家
肢
は
戦
前
か
ら
ひ
ん
ぱ
ん
に
か
わ
っ
て
い
た
が
、
戦
後
こ
の
現
象

、
、
、
、
、

.

r

1

ツ
ア
ル
ハ

f
ター

は
更
に
碧
る
し
く
な
り
、
彼
ら
を
定
住
家
腕
あ
る
い
は
農
場
労
働
者

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
ホ
l
フ
ゲ
ン
ガ

l
制
度
は
戦
後
一
般
に
維
持
が
困
難
と
な
り
、
労
働
者
の
寸
弟
は
ま

れ
に
し
か
農
場
に
残
ら
ず
、
特
殊
な
労
働
や
機
械
を
運
転
す
る
技
術

を
も
っ
た
労
働
者
を
得
る
可
能
性
は
戦
後
更
に
少
く
な
っ
た
」
。
こ

の
よ
う
な
『
非
命
」
後
の
農
業
労
働
者
の
状
態
に
対

L
、
こ
の
出
場

で
は
労
働
力
の
坤
約
の
た
め
耕
区
数
、
経
営
耕
地
面
杭
の
制
少
主
計

り
、
更
に
戦
前
に
較
〈
て
多
数
の
農
業
機
械
を
導
入
し
た
が
、
「
戦

後
の
価
格
関
係
の
変
化
〔
決
産
物
価
格
の
下
落
、
ジ
エ

1

V
の
吐

大
/
」
に
よ
る
収
入
の
減
少
と
支
出
の
増
大
工
〆
同
時
に
低
賃
金
の
外

岡
移
動
労
働
者
お
よ
び
ホ

1
フ
ゲ
ン
ガ
I
等
の
「
労
働
力
口
減
少
は

労
働
集
約
皮
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
耐
え
得
た
戦
前
の
耕
作
を

不
可
能
に
し
た
」
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(ω
廿
⑦
正
芦
田
口
呂

第
八
十
八
巻

第
六
号

五
ノ、

四一-一六

E
5
m言
L
E
n
t
h
S
E
E
N
g
h
S
N
2
E主
5

5
与
も
h
n
z
a

p
N
E
r
g
s
h
u
c同
¥
2
1出
口
¥
k
g
A
出
足
元
同
l
h
u旬
、

¥h戸

口
3
砕
け
ヨ
刊

om--uω
戸
山
田
口
、
H
M
-
H
s
v
H
H
C
)

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ

に
「
斗
命
し
後
の
東
ユ
ル
ベ
農
業
労
働
者
白
状
態
の
珪
他
に
対
応
し

て
遂
行
さ
れ
た
ユ
ン
カ
l
鮭
釘
に
お
け
る
出
用
労
働
力
の
川
編
に
大

き
な
限
界
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同

w
w昇
。
井
戸
己
の

F
E
o
F
同
雪
之
君
主
石

H
a
5
5
q宮
、
刊
誌

。にい
O
Z
H
h
k
p
p
Tロ
m
y
H
U
N
由
一
∞
寸
日
こ
こ
で
は
束
プ
ロ
イ
セ
ソ
州

の
み
を
挙
げ
た
が
、
他
の
束
エ
ル
ベ
諸
州
に
】
ku
同
一
の
傾
向
が
み
ら

れ
る
。

ω
一
八
九
ど
九
年
か
ら
一
九
一

υ七
年
に
至
る
聞
の
束
。
フ
ロ
イ
セ
ン
州
に

お
け
る
一
口
一
口

O
ケ
mv
の
経
営
規
模
。
減
少
(
経
嵩
数
八
九
一
、
一
、

経
常
耕
地
面
松
三
二
五
九
一
〕
と
対
比
す
る

J

は
あ
い
一
九
つ
七
年
か

ら
二
五
年
に
亙
る
問
の
同
一
規
模
の
経
常
に
お
け
る
減
少
が
特
に
蒋

る
し
い
」
と
を
認
め
う
る
。

M
W

「
小
・
中
山
田
経
科
い
の
僕
帥
に
と
っ
て
、
農
業
労
働
者
の
組
摘
は
僅

か
な
役
割
し
か
呆
さ
な
か
っ
た
。
革
命
期
は
僕
稗
も
浩
平
刺
誌
を
受

け
た
が
、
そ
れ
は
イ
ン
フ
レ
下
に
失
わ
れ
て

L
1
っ
た
。
戦
前
主
と

し
て
僕
岬
ゃ
自
由
労
働
者
を
雇
出
し
て
い
た
農
民
が
両
い
貨
企
を
支

払
い
、
主
に
イ
ン
ス
ト
ロ
イ
テ
、
デ
ブ
タ
ン
ト
並
び
に
移
動
労
働
者

を
雇
用
し
て
白
己
の
土
地
を
林
作
さ
せ
て
い
た
大
土
地
所
有
者
は
低

い
賃
金
を
支
払
っ
て
い
た
が
、
革
命
後
こ
の
事
情
は
逆
転
し
た
」
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。
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司
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E
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R
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2
A
S
b
N
E
S
N
S
N
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町
民
主
ね
え
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沢
附
・
初
臨
共
訳
一
四
九
、
一
究
心
耳
)
。

川

何

回

E
c
n
E
d
p
y
E
F
P
P
C
一
日

U
U

川
阿
国
民
一

ω
寸
傍
点
引
問
者
。

ω
間
同
ロ
ロ
ロ

~
b
ζ

。
弘
司
苦
凶

n
a
g与
o

h
室礼
E
N
之
氏
、
QL之、

σぬ
】
「
四
-
H
U
M
一
「
印
出
国
一

ω
「
一
一
月
革
命
』
直
後
の
東
エ
ル
ベ
に
お
け
る
非
る
し
い
労
働
力

不
足
に
対
し
て
『
共
和
制
』
政
府
は
「
経
済
復
興
」
当
日
E
の
U
丘
三

百

ro
ロ⑦

B
o
z
-目
mwoげ
己
石
の
重
要
な
一
群
ー
と
仁
て
東
エ
ル
ベ
の

ユ
γ
カ
l
経
科
へ
の
労
働
力
供
給
政
能
を
展
開
す
為
。
一
九
一
九
年

三
月
一
六
日
に
「
農
業
に
お
け
る
労
働
者
不
足
肌
止
に
関
す
る
命

令
」
お
よ
び
同
年
八
月
一
日
に
「
ラ
イ
ヒ
植
民
法
」
(
こ
の
内
科
に

つ
い
て
は
松
俊
夫
、
前
掲
論
文
意
照
〕
が
布
告
さ
れ
る
が
、
こ
の
結

果
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
剖
譲
地
か
ら
り
流
民
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
一
一

心
年
巾
国
に
は
東
エ
A

べ
諸
州
に
お
い
て
デ
ブ
タ
ン
ト
の
相
対
的

「
供
給
過
剰
」
が
生
じ
て
い
る
。
ハ
ロ
臣
官
。
一
円
一

s
s
。
一
時
吋
寸
-

d
て

4
4
5
Q
O
E
O
-
f
H
Y
4
n
F
M
V
}
v
g
i
g〕。

剛
円

OD-mω

あ

ヵ=

さ

と

わ
れ
わ
れ
は
「
ワ
イ
マ
1
ル
共
和
制
い
下
の
経
済
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
準
備
的
考
察
と
し
て
、
「
共
和
制
]
期
の
ユ
ン
カ
l
経
告
の
状
態
を
、

『
一
一
月
革
命
L

後
の
東
エ
ル
ベ
農
業
労
働
制
度
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
考

察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
以
上
の
論
点
者
要
約
し
、
告
干
の
展
望
を
付
加
え

て
お
シ
ざ
た
い
。『

り
イ
マ

l
ル
共
和
制
』
初
期
の
農
業
労
働
立
法
と
ユ
ン
カ
1
経
営

ご
一
月
半
命
」
干
の
旧
米
の
農
業
労
働
条
令
の
廃
業
お
よ
び
外
国
労

働
省
の
雇
州
制
限
に
対
応
し
、
ユ
ン
カ
l
経
営
は
『
共
和
制
』
初
期
の
農

業
労
働
立
法
に
パ
ヴ
ク
・
ア
ッ
フ
さ
れ
つ
つ
周
辺
村
落
の
労
働
力
令
集
中

し
、
デ
プ
タ
ン
ト
を
中
心
に
雇
川
労
働
力
を
再
編
す
る

n

じ
か
し
こ
の
結

果
は
第
一
に
ユ
ン
カ
l
辞
営
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
へ
白
支
出
の
著
る
し

い
増
大
に
伴
う
経
営
収
支
の
悪
化
を
ま
ね
き
、
第
二
に
大
中
農
経
世
に

お
け
る
一
一
雇
用
労
働
力
の
深
刻
な
小
足
は
こ
れ
ら
の
階
層
の
分
解
を
促
進
さ

せ
た
。
『
一
一
月
半
命
』
後
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
束
エ
ル
ベ
農
業
構
造
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
変
化
は
寸
共
和
制
』
干
の
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
経
済
構

造
に
お
け
る
脆
弱
な
一
環
を
構
成
す
る
と
同
時
に
、
『
共
和
制
』
下
の
ユ

ソ
カ

I
階
級
と
農
民
層
の
政
治
的
動
向
の
経
済
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
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